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地域 で生活する精神障害者を対象とした
対人援助方法に関する文献研究
石 川 かおり (千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程)
岩 崎 弥 生 (千葉大学看護学部)
本研究の 目 的は, 地域で 生活す る精神障害者を対象 と した看護研究 にお ける看護援助 の 記述か ら対人援助方法を明らか
に し
, 今 後の 課題 に つ い て 検討す る ことで あ る｡ 実践 さ れ て い る 具体的な看護援助方法を抽出す るた め , 国内の質的研究論
文を対象 と し内容 を質的に分析 した ｡ 医学中央雑誌 に よ る検索 , 雑誌の 閲覧検索 , 引用文献検索な どを併用 し, 1994年か ら
2004年まで の 文献を抽出 し評価選定 の 後, 最終的 に 3論文を分析対象と した ｡ 分析 の 結果, 地域で 生活す る精神障害者を対
象 と した対人援助方法 と して , 1) 援助基盤 と して の 関係を形成 し継続する , 2) 味方であり, 気 にか けて い る こ と を伝え
続ける
,
3) 安心できる ケ ア 環境を つ くり安全を守 る
,
4) 無理強い せ ず, 言 い 分 を尊重する , 5) 希望を極力尊重 し支援
す る
,
6) 意思表示を支持す る, 7) 意思決定を支持する, 8) タ イ ミ ン グ よく意見を伝える , 9) モ ニ タ ー す る , 1 0) 困 っ
て い る こ とや できない こ と を補完する , ll) 安心 して 一 緒 に過 ご せ る相手 となる, 12) 困難に つ きあう, 13) 個人を理解 し
代弁す る
,
が 抽 出さ れ た ｡ こ れ らは 障害者 と の 関係形成 に関す る援助 と介入 の た め の 援助 に大別できた ｡ 特 に障害者の 主体
性や自律性が重要 と な っ て く る地域で は , 障害者 と看護者との パ ー トナ ー シ ッ プ に 重きをお い た 援助方法が用 い られ , それ
を基盤 に生活上 の 介入 が行わ れ て い る こ とが 示唆 さ れ た｡ ま た , 今回, 地域精神看護領域 にお ける研究的か つ 実践検証的な
取り組み の 遅 れ が 明 らか とな っ た ｡ 今後は 更 な る実践 の記述と研究の蓄積 が必要 であり, 特に 介入研究 に よ る効果の 検証が
重要 と な っ てく る と 考え る｡
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I . は じめに
我が国の 精神医療は , 長く入院依存型と言われ て き
たが, 1995年の 精神保健福祉法の改正以 降, 徐 々 に で は
あるが , 法的 ･ 制度的な整備がすすめられ, 地域中心型
の 医療 へ と移行して い る段階で ある｡ 厚生労働省の平成
14年度の 調査によ れば , 精神障害者の 数はおよ そ258.4
万人であり, そ のうちの87 %(223.9万人) が在宅で生
活して い ると推計され て い る
1)
｡ また , 平均在院日数も
僅か で はあるが , 短縮し ており, 今後地域で生 活する精
神障害者の増加が予想され て い る｡ こ の ような病院から
地域 へ と いう潮流のなか , 精神障害者に対する地域生活
支援の 充実がますます必要とされ, 看護にお い て も地域
に重点をお い た理論的, 実践的な シ フ トが求められ て い
る ｡ しか し, 精神科看護にお い て は, こ れまで長く入院
生活支援 に重きをお い て きた経緯から, 現状にお い て そ
の課題に十分に対応で きて い る とは言 い難 い ｡ 特 に, 実
践 の場が地域 へ と シ フ トすると いう ことは, 看護 の対象
者との 関係も, 自ずと施設内における患者 一 着護者関係
から別の 形 へ とシ フ ト して いく こ とが推測される｡ し か
し, 現在の と こ ろ地域における看護援助に つ い て対人援
助の 視点か ら明らかに した研究はな い ｡
そ こ で , 本研究で は, 地域 で生 活する精神障害者を対
象と した看護援助に関する研究論文を対象と して , 記述
され て い る看護援助を対人援助の 視点か ら捉えなお し,
地域と いう実践の 場で , どの ような対人援助方法が用 い
られ て い るかを明らかにする こ とを目的と し, 今後の 課
題に つ い て検討 した い ｡ な お , 本研究 にお い て は, ｢対
人援助方法｣ を ｢看護援助過程にお ける対象者との 関係
の 築き方, 関わり方, 働きか けの 方法｣ と定義する ｡
Ⅱ. 方 法
1 . 文献検索方法
本研究にお い て は, 文献中の 具体的な看護援助の記述
を分析素材とするため , 質的研究を対象と し, 検索期間
は , 精神保健福祉法改正の1995年の 前年である1994年か
ら2004年7月5 日現在まで の10年間と した｡
1) 医学中央雑誌 による文献検索 を行 っ た｡ ｢精神看護｣
に対して ｢ 地域｣, ｢ 地域生活支援｣, ｢地域精神保健
サ ー ビス｣, ｢ 地域看護｣ お よ び ｢社会的支援｣ をそ
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れぞれかけあわせた ｡ な お, 地域で生 活する精神障害
者を対象とする研究論文をなる べ く広く抽出できるよ
う, ｢対人援助関係｣ や ｢ 患者一 着護著聞係｣ などの
キ ー ワ ー ド は用 い なか っ た ｡
2) 1)により検索された研究論文の タイ トル および アブ
ス トラク トを概観 し, 重複文献および学術集会発表抄
録等を除外し, 地域 で生活する精神障害者を対象と し
た看護に関する質的研究である原著論文, 研究報告,
資札 短報 (速報論文) を収集した ｡
3)1)による検索漏れを防ぐため , 雑誌お よび学会誌
の閲覧検索も同時に実施 した ｡ 精神看護領域の 研究論
文が掲載され る可能性の ある, ｢精神科看護｣｢看護研
究｣ ｢臨床看護研究の進歩｣ ｢日本看護科学学会誌｣ ｢日
本精神保健看護学会誌｣ ｢千葉看護学会会誌｣ ｢日本公
衆衛生雑誌｣ の計7誌に つ い て 閲覧した ｡
4) 上記方法にて抽出した文献に つ い て , 引用文献検索
による関連文献の確認を行い , また , 医学中央雑誌に
よる著者検索にて 同 一 著者による類似テ ー マ の 文献の
有無を確認 した ｡
5) 収集 した各文献を精読, 評価し, 下記の 条件を全て
満たすものを分析対象と して採用した ｡
･ 研究目的, 方法, 結果, 考察に相当する記載がある ｡
･ 地域で生活する精神障害者を対象と して 看護者が実
践した援助内容に つ い て 具体的に記述され て い る｡
･ 結果の解釈に必要な援助の対象, 援助者の特徴が明
記され て い る ｡
･ デ ー タ 収集方法と分析方法が明記 きれ , 妥当 で あ
る ｡
2. 分析方法
1) 研究論文を熟読した上 で , 記述された看護援助に つ
い て , サ ブ カ テ ゴ リ の段階ある い はサ ブ カ テ ゴリに相
当する段階の記述を各文献から抜き出し, ラ ベ ル に1
枚ず つ転記 した｡ サ ブ カ テ ゴ リ の表現が抽象的で 意味
が把握で きな い場合は , さ らに下位の カテ ゴリや具体
的な説明記述に戻り , そ の 意味を確認 し, 意味が損な
われな い程度に要約 して カ ツ コ書きで追記した｡ た だ
し, 看護援助 を示す用語と して は , 各文献により ｢看
護技術｣ ｢ 看護援助方法｣ ｢ 判断, 実施｣ ｢ 看護方法｣
と様々 に使用され て おり, それ らを看護援助と し て
取り出した ｡ なお , 本研究で は対人援助関係に焦点を
あて るため , 間接援助は除き, 直接援助の みを抽出し
た ｡ また , 援助内容の 具体的説明がなく意味が把握で
きな い もの は除い た ｡
2) 各ラ ベ ル を カ ツ コ 書きの 追記も含めて , ｢ 看護援助
過程にお ける対象者との 関係の築き方, 関わり方, 働
きかけの方法｣ と いう視点か ら, 内容の 類似性, 異質
性, 関連性等の 検討をもと にグ ル ー プ化し, 含まれる
ラ ベ ル の 内容を要約して 記述し ｢看護援助の要約｣ と
した｡
3) 各グ ル ー プ の ｢看護援助の要約｣ を比較 し, 類似す
るものをグ ル ー プ化し, さ らに要約 して記述 したもの
を最終的な ｢対人援助方法｣と した ｡
3 . 信頼性と安当性の確保
文献検索および収集の 偏りを防ぐため, 医学中央雑誌
によるキ ー ワ ー ド検索, 著者検索と雑誌閲覧検索および
引用文献検索を併用した ｡ 分析 の過程を通 して , 精神科
看護の経験を有する他の 大学院生 および質的研究に熟知
した看護教員か ら批評と ア ドバイ ス を受けた ｡ 得 られた
結果に つ い て は , 個 々 の 論文が包含する現象に照らし合
わせ , 各 ラ ベ ル の グ ル ー プ化における解釈の 適合性と要
約表現の 一 般性に つ い て 検討した｡ また, 文献収集方法
と分析方法に つ い て の 詳細を紙面の許す限り記述した ｡
Ⅲ . 結 果
医学中央奈臣誌により206文献が検索されたが , 重複文
献および学術集会発表抄録等を除外 し, 地域における精
神障害者を対象と した看護に つ い て記述され て い る質的
研究論文と して22文献を収集した｡ さ らに閲覧検索, 引
用文献検索および著者検索により新たに1文献が抽出さ
れた ｡ 計23文献を精読し評価選定 した結果, 5文献が抽
出された ｡ うち3文献は1人の研究者による同 一 研究を
部分的に限定して発表して おり , 結果の 内容が 一 部重複
して い た ｡ そ の ため, 統合体と して発表されて い る1文
献の みを採用するこ とと した ｡ 最終的に分析対象とな っ
た 3文献は, 研究1 ｢精神分裂病患者に対する訪問ケア
に用 い られ る熟練看護職の看護技術一保健婦, 訪問着護
婦の ケア実践の 分析- ｣ (萱間, 1999)2), 研究2 ｢単身
の統合失調症者に対する訪問着護師の 援助｣ (川口 ほか ,
2004)3), 研究3 ｢地域支援 にお ける精神障害者の 危機
に対する看護者の 判断 ･ 実施過程の構造と特徴一入院に
い たる過程に焦点をあて て｣ ( 伊藤ほか ,2004)
4 )
である ｡
1 . 対象文献の概要
分析対象と な っ た 3文献は, 1999年, 20 04年 の最近5
年間に発表され た い ずれ も比較的新し い研究であ っ た ｡
研究 の焦点は, 訪問着護 (研究1), 単身生活者を対象
と した訪問着護 (研究2), 危機介入 (研究3) と異な
るが , 地 域 で 生活する精神障害者を対象と した看護実践
の 実態を捉え記述する試みと い う点で 一 致 して い た ｡ な
お , 援助の 対象者は, 統合失調症をも つ 人に限定され て
い た ｡ 援助者は, 病院, 訪問着護ス テ ー シ ョ ン の 看護師
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表1 対象文献 一 覧
番号 文献 タイ トル 研究目的 研 究方法 援 助対象 援助 者 結果 (援助内容)
1
精 神分 裂病患 者に対 熟練 看護職が どの よ 現在 ま た は 過去 に 訪問 援助 対象と して 語 ら 精神分裂病 患者を対 分析 の 結果, 具体的な技術 を
する 訪 問ケ ア に 掃 い う な訪問ケ ア を提 供 ケ ア を行 つ た 2 ケ ー ス れ たケ ー ス は , 統合 象 に 訪問 ケ ア を行 つ 表す64 のサブ カテ ゴリが抽 出
られ る 熟練看 護職の して い る の か, どの に つ い て , そ の 背 景, 失 調 症, 男 性29名.,
て い る 看 護 婦12名 , され , 最終的 にケ ア技術 の 局
看 護技 術-保 健婦 , よう な技 術が どの よ 特徴, 具 体 的 な関 わり 女 性13名 の 計46名o 看 護士 6 名, 保健 蘇 面をあらわす 7 カテ ゴ リ ｢ 開
訪問看 護婦 の ケア 芙 う な職 種 に よ つ て , の 内容 に つ い て 面接 調 平 均年齢 は45歳 , 入 12名 係性 を創 る技術｣ ｢ 日常生活
践の 分析- どの よ うな場 に お い 査 を実 施○ 職種 間. 実 院 月 数 は 平 均87.6ケ の ケ ア｣ ｢ 地域で生 活 して ゆ
(董 間. 199 9) て 用 い られて い る の 践 の 場 に よ る 比 較 分析 月o く権利 の 擁 護｣ ｢ 医療を受 け
かと い う ケ ア実践 を を整 理 統合 し
,
抽 出さ る こと - の 関わり｣ ｢ 症状の
記述する o れ たj - ドを訪 問 ケ ア
の 技 術 の カ テ ゴ リ と し
たo それ ぞ れ の サ ブ カ
テ ゴ リ が どの よう な状
況 で どの よ う な患 者の
特性 に 対 して どの よう
な レ ベ ル で 用 い ら れて
い る の かを分析 したo
管理｣ ｢ 家族と の 関わ り｣ ｢ 他
職種 . 住 民との 共働｣ が抽 出
された o
2
単 身の 統合 失調症 者 単 身 の 統 合 失 調 症 研究 者が訪 問者 護 に 同 単 身で の 地域 生活 を 精神科訪 問者護 師4 訪問看 護 師 の 援 助 内容 と し
に対 す る訪 問看護 師 者に 対 して 訪問看 護 行 して 参加 観察 を行 い , 6 ケ 月 以_ーヒ継 続 して 負 (女性 3 名, 男性 て , 14サ ブ カ テ ゴ リ か ら な
の 援助 師が具体 的に どの よ 対象 ご と に 2 回看 護場 い る統 合失調 症者5 1名)o 勤 務 先 は 精 る , ｢ 現 在の 生活 の 維持 . 向
( 川口 ほ か , 20 04) う な援助 を実際 に し 面 を録 音 した ○ 全体 で 名 (女性2 名
,
男性 神病 院の 訪 問者護室 上｣ ｢ 他 機 関. 他職種 との 連
て い る の か , 訪 問看 10回 の 訪 問場 面 の 録 音 3名) 1箇 所
, 精神 病院 が 携｣ ｢ 治療. 看 護の 継 続｣ の
護 に お ける 援助 内容 を逐 語 録 に し, 観察 事 母体 の ス テ ー シ ョ ン 3 カ テゴリ を抽 出したo また ,
と 看護技 法を検討 す 項 を加 え た記録 を作 成 2箇所o 看護 師が直接 手を出す実際的
る o し , ｢ 利 用者の年 括を支
え る 具体 的援 助 と用 い
られた 看 護技法は 何 か｣
を視 点 に して , コ ー ド
化 , カ テ ゴリ化 したo
援助と して 7 カ テゴ リ . 看護
技法と して 8 カ テ ゴリ を抽 出
した○
3
地域 支援 に おけ る精 地域支援 に お ける 精 統合失調 症と診断さ れ, 語ら れた事例 は
.
統 精神 科外 来3 名
, 請 ｢ 判断過 程｣は 当事者の 力と
神 障害者の 危機 に対 神 障害者に 対す る 看 地域 生活 に お い て 危 機 合 失調症者9f.o 単 間看 護部 門3 名, 訪 病状の 両面 を捉 え, 病状 の推
す る 看護 者の 判 断 . 護者の 入院と い う危 状 況 に 陥 り, ｢ 入 院に 身者5 名
,
家 族と 同 間看 護ス テ ー シ ョ ン 刺 . 予測 を し , 地域生活 の限
実施 過程 の構 造と特 機 介入 の 判断と実 施 至 つ た 事 例｣ の 介入 に 尉 4名 に勤 務 して い る 看護 界 を査定す る とい う局面 で展
徴一入院 に い た る過 過 程の 構造と特徴 を つ い て 半構 成的 面接 を 者3名の 計 9名o 閑されて い るo｢実施過程｣は ,
程 に焦点 をあて て - 明らかに する o 実施o 事 例 ご と に 判 断 状態の 変化 を確認 し, 意思決
(伊藤 ほ か, 20 04) およ び 実 施 内容 に 関連
す る 記述 を逐 語録 か ら
抽 出 し, コ ー ド化 , 分
類 したo 全 事例 の カ テ
ゴ リ を比 較 し, 特 性 お
よ び 共 通性 を 見 出 し,
判 断 お よ び実 施過 程 の
関係性 を検討 した o
走を支 え, 受診 や入院 にお い
て 安心 . 安 全な環境 を作りだ
すと い う局面で 展 開されて い
るo ｢判 断一美施の 過程｣ は .
当事者との 関係性を基盤とし
て
, 相互に 関連 して 展開され
て おり, 退院後の 地域生活 へ
の つ ながる よう入院を有意義
なもの として い る○
(研究1 , 2 ,3), 行政の保健師 (研究1) であ っ た ｡
また , 看護援助に関するデ ー タ は援助者 に対する面
荏 (研究1 , 3), 援助場面の 録音と観察 (研究 2) で
収集 し, い ずれ も質的帰納的方法にて分析 され て い た ｡
な お, 各論文の概要に つ い て は , 表 1 に示すとおりで
ある ｡
2. 対人援助方法の内容
各論文か ら抽出した看護援助の ラ ベ ル計76枚か ら, 13
の対人援助方法が導出された ｡ 各援助方法に含まれ る具
体的な内容は表2 に示すとおりである｡
1) 援助基盤とし て の 関係を形成し継続する
こ の 方法は, 対象者と の 1対1 の 人間関係を形成 し,
関係を維持 ･ 発展させ ながら看護援助を展開し, そ の
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他の 看護援助を行う際の 基盤と な っ て い る こ と を意味
して い る ｡ 研究1 では, 看護者は対象者との 関係が終結
するまでず っ と つ きあうこと , 新 し い 人間関係を作る事
が苦手な対象者に対 して は入院中から関係性が継続して
い る痛棟看護師が訪問ケアを行う ことなどが述 べ られて
い た｡ また , 研究3 で は , 対象者と の 関係性を形成推持
し, その 関係性の 中で対象者との距離を調整しながら危
機的な状況を判断し介入を行 っ て い る こ とが述べ られ て
い た ｡
2) 味方であり, 気にかけて い る こ とを伝え続ける
こ の 方法は, 看護者が , 対象者に対 して常に味方であ
り, 心配し気にか けて い ると いう メ ッ セ ー ジを伝え続け
る ことを意味して おり, 研究1 のみ に含まれて い た｡ 直
表2 対人援助方法
対人援助方法 看護援助の 要約
看護援助 の ラ ベ ル の グ ル ー ピ ン グ
( ) 内は各論文中の記述内容を要約 してラ ベ ル に追記 した もの . 番号は論文番号を示す
1 . 援助基 盤と して 障害 者 と の 1対 1 の人 人 間関係 をつ くる (患者-看護者 の 1対 1 の関係 を通して輪 を広 げて い く) ①
の 関係 を形 成 し 間 関係 を 形成 し, 継 続 継続 した 人 間関係 によ る保 護 (新 しい 人間関係 を作 る 事が困難 な場 合は , 入院 中の 看 護師 な ど継続 し
継続する した関係 性 を基 盤 と し た 関係性 を訪問ケア に 用 い る)(丑
て , 看護援助 を行う ず つ とつ きあう ( 関係性を何らか の意 味で終結 する まで 継続 して つ なげて い く) ①
次回の 訪問 日を約束する(令
関係性の 中で 判断す る (対 象者と の 関係 を維持 . 発達させ ながら, 対象者と の 距離 を調整 した り, 刺
断して い る) ③
関係 を形成 し維持 す る ( 判 断を支 え る 関係 性 を認識 し, 関係 を 形成, 維持 し, それ を基 盤 に 介 入
す る)(彰
2. 味 方で あり
,
気 障 害者に 対 して 常 に 味 心配 して い る と伝 える (手紙 などを用 い て伝 え続け る) ①
に か けて い る こ 方 で あ り, 気 に か け て 自分 の こ とで 来たみ た い だとケ ー ス に伝 える (会えなくて も メ ッ セ ー ジ を伝 える) ①
とを伝 え続け る い る と い う メ ッ セ ー ジ 味方 だと伝 える ( 言語的, 話 を尊重 しようとする 態度) ①
を伝 え続 ける 体 に 触れ る . 身体 的 なケア をす る (体は 大丈夫 ? とい う 問い かけか ら, 対象者の 辛 さに 対す る働 きか
けを始める) ①
3. 安心 で き る ケア 障 害者 が安 心 で き る 場 ケ ー ス が安 心する 場所を確保す る ( 自宅以外 の ケ ー ス が安心す る場 で面接 する ことがある) ①
環境 を つ くり安 と 日程 を 設定 して ケ ア ケ ー ス が望 む ペ ー ス で の 訪問 (言葉 が通 じず 曜日を選 ベ ない し, 母親 も納得す る の で , ケ ー ス の 望む
全を守 る を行う 同じ曜日の 同じ時間 に訪問す る) ①
悪 化 を判 断 し, 保 護 的 悪化 の判 断をする ( 病状の 経過 の特徴 から悪化を判断す る) ③
に 心 身の 危 機 に 介 入す 病状 の 変化 . 兆候を捉 える (生活 に現 れ る病状 変化, 悪化の 兆候 を捉 える) (彰
る 状 態 の 変化 を確認 す る (対 象者の 状 況 を直接 確 認す る , 病気 の 状 態 を確 か め る た め の 正確 な情報
を得 る)■③
悪化 の推 測 . 予測をす る (多くの情報 から症状 悪化, 危機 , 事故 の予測 をたて る) ③
悪化 の 要 因を判断す る (暴 力 に い たる 要因 を家 族関係も 踏まえて 捉 えたり, 断薬 な ど悪化 の 要因 を把
握す る) ③
地域で の 生 活の 限界 を介 入 しつ つ 査 定す る (心身の 健康 状態, 病状 , 治療の 効 果, 家族の 状 況, 生命
の危機 , 生 活状況な どから生活上 の問題 と地域 生活の 限界 を見極 め, 受診 の必 要性 を判断す る) ③
入 院の 必要性 を判断す る (対象者の 訴 え, 身体状 況, 生活状 況, 病状 悪化, キ ー パ ー ソ ン , 暴 力 によ
る家族 の危 機な どを見通 し, 予測 して入 院を判 断す.る).@
入院を勧め る 時期の 見極 め と方法 を見出す (病気 や入 院, 医師に 対す る 対象者の葛藤, 受診 を蹟跨す
る背景 を把 捉し, 介入の 時期 を見極め る) ③
介 入の 時期 と方法 を選択 する (落 ち着 い て 受診 で き る よう接 近 し関 わる , 介入の 時期を見計 ら い 方法
を選び 出す, 危険の 予測 を医師 に報告す る) ③
安 心安 全 な 医療環 境を 受診, 入 院に お い て 安心安 全 な環境 を作 りだす ( 対象者を説得 して 入院の た め の 同行受診 をす る , 危
つ くる 機状 況の 判断を伝 え, 入 院指示 を得 る , 身体 . 精神状態悪化 によ る事故 予防として 入院させ る)(釘
4. 無 理 強 い せ ず , 障害者が 拒 否す る よ う ケ ー ス の 言 い 分 を入れ る (絶 えず関心 は 寄せながらケ ー ス が大丈 夫と い つ たときは 引き下が る)(》
言 い 分 を尊重す な場合 は , 障 害者の 言 さ つ さと引き上 げる (拒否さ れたときは 粘 つ たり説得 しない) ①
る い 分 を 聞き 入 れ. 引 き 薬の ことを言 い 過 ぎない (しつ こ く言 い 過 ぎない)(D
下がる 本人の 言 い 分 を聞 く (対象者の 言 い 分に 同調す る , 苗の 飛躍 に つ きあう, 深く追求 しない) ②
5 . 希 望 を極 力尊重 障害 者の 生 活上 の 願 い ケ ー ス なりo)生活 の尊重 (ケ ー ス の 望む形の 生活を極力尊重す る) ①
し支援 する や 希 望 を極 力尊重 し支 入院 を有意義 なもの とす る ため対応す る (入院後も障害 者の 思 い を確 かめ, 病 院との 協力 関係 を育 成
接 する し活用す る) ③
生活 を支援す る 方策を考 える (対 象者の 変 化を捉え つ つ も , 入院 したくな い と い う対象者 の 願 い を支
接する方策 を考 える) ③
6. 意思表 示 を支 持 障害 者の 意 思表示 を促 意思表示 を促す (適切 に 意思表示で きる よう に励ま し, 促す) ①
する ･し, 待 つ 本人 の思 い を引き出す (意思表出しに く い 対象者に は 傾聴 し, 意思 を確認 し, 困 つ たこ とが ない か聞 く)
②本人 の反応 をうかがう (自ら言 い 出すまで 待 つ , 言 い 出す タイ ミ ング を捉 える) (令
7. 意思決 定 を支持 障害 者に医 療 やケ アを 医療 を受 ける か どうかの 選択権 を尊重する ( ケー ス の 利益 とい う観点からとも に考える) ①
する 受 ける選 択権 をあず け, 自分 の 意思で 医療 を受け る こと を強調す る (医療 を継 続して 受 ける か どう かをケ ー ス が主体的 に 引き
自主的 に 決 定 で き る よ 受 けて判 断で きる よう援 助する) ①
う支 える 自分 から助 けを求め られ るよう に する ( 看 護者主導で なく, ケ ー ス 自 身が 主体的 に援 助を要請 で き る
･よう仕 向ける) (丑
訪 問 を受 ける か どうかの 選択 を本 人 に 預 け る (強 制 的 な働き か けで なく
,
受 け入 れ の 主導 権 を委
ねる)(令
限界ま で見守 り, 意思決定を支え る (限界 と受 診の 必要性 を本 人が認識 で きる よう見守り関わり続 ける ,
対象者の救助行動 を支 えつ つ 意 思決定を待 つ) ③
8. タイ ミ ン グ良く 障害 者 の 主 体性 を尊重 タイ ム リ
■ー
に 関 わ る (ケ ー ス の ペ ー ス を尊重 し つ つ も
,
専 門 職と して 関 わ る タ イ ミ ン グ を判 断す
意見を伝える しつ つ , タイ ミ ン グ良 る) ①
く看 護 者の 意見 を伝 え 看護者の 思 い を伝 える (肯 定的感情を表 出す る , 気付 い た ことを伝える , 現実 を指摘す る) ②
る 入院 の 必要性 を伝 える (対象 者の 不利 に ならな い ように 必要情報 や治療 の必 要性 を伝 え る
,
自殺 予防
の ための 入 院を促す)(卦
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日 常生 活上 . 療 養 生活 服薬の 意味づ け (主体的 に服薬 でき る ように , 退 院と服薬 を結び つ けて 話す) ①
上 の ア ドバ イ ス と 情報 つ き合い 方の 技能を伝達す る (対人 関係 の技術 を具体 的に トラブル があ つ た時 に伝達す る) ①
提供をす る 人との 距離 の とり方 を調整 する (日常 の 付き合 い 上 で どの くら い の 距離感が 適切で あ る かをトラ ブ ル
時に 具体 的に 関わり調整 し助言す る)(丑
社 会技能 を伝 達す る (人目が気 に なり外出困難 な対象 者に 人目に つ か ない 裏通り を教 える な ど, 社 会
で生 活する 上で 生活 しや すく なる ため の 具体 的な技能 を伝 達する) ①
金銭 管理 (上手 にで き ない 人 に , 光熱 費は い くらか, 手元 に お金は ある かを確認 し助言す る) ②
医師 へ の伝 え方を具体的 に教 える(令
食事指導 (献立や調理法 を把振 し, 具 体的に伝 える , 対象 者に 通した 食品をすすめ る) ⑦
その 他-電池交換, 漢字 を教 える(参
生活の 場 に おけ る人 との つ きあ い 方を助言す る (対 象者同士 , 近隣の 人と の つ きあ い 方を把 握し, 離
れす ぎず, 近す ぎない ようにと さりげなく言う) ②
情報の 提供 をす る (良 い 食 品や店, 利 用で きる社会 資源)(参
9 . モ ニ タ ー す る 心 身 の 状況 をモ ニ タ リ 身体状態 に つ い て モ ニ タリ ン グする 体温 . 脈拍 . 血圧 の 測定 をす る②経過 を観察す る (血圧 な ど定期
ン グ しア セ ス メ ン トする 的な健康チ ェ ッ ク を行う)(卦
精神面 と身体面 をア セ ス メ ン トす る (精神 症状 , 体調 , 夜 間の 睡 眠, 排 壮 . 食事 内容. 喫煙 , 飲酒な
どに つ い て アセ ス メ ン トし
, 助 言指導 する) ③
症状モ ニ タリ ン グ (症状 の細か い 変化 を継続的に生活 の 中で 観察す る) ①
悪く なる兆 候の パ タ ー ン把 撞 (継 続した関 わりから悪化 の 兆候を察知 し, 予 防的介入 を行 う, 休息入
院を勧める)(丑
病状悪化の サイ ン を把握す る(参
悪化の 兆候 を把握 して おく (日常 の 関わ りの 中で病状 の 変化の 特徴, パ タ ン を把握す る) ③
薬 の 作 用 . 副作 用 お よ 服薬行動の モ ニ タ リ ン グ (内服 して い る か どう かを継 続的 にモ ニ タリ ン グす る) ①
び内服 状 況 に つ い て モ 薬効の モ ニ タリ ン グ (処方の 変 更時な どは対象者の状態 を継続的 にみて い く) ①
ニ タリ ン グする 副作用の モ ニ タ リ ン グ (便秘, 血圧低 下, 動惇 などの 出現を継続的に 気に かけ る)(D
10. 困 つ て い る こと 障 害 者が 困 つ て い る こ 受療行動の 援助 (副作用が ひ どい 人に は その まま外 来受 診の 付き添 い をす る) ①
や で き ない こと
を補完す る
と や で き な い こ と に 同
行す る
買 い 物 にス ー パ ー に 同行す る(参
障害 者が 困 つ て い る こ 医師と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を助 け る (医 師を前 に す ると何 も言えず に終 わる 人も多い の で , 剛 剛こ
とや で き な い こ と を代 伝え る こと を確認 し, 言 えなか つ た場 合は 看護者から伝 え る) ①
行 する 医 師と 薬効 を調 整す る ( 薬の 効果 を対 象者 の 生活 に 合 わせ て 調整 で き る よ う , 医 師に 情 報提供 す
る) ①
服薬行為の 代償 (服薬 を忘 れ がちな対象者に 定期 的に デ ポ注射を行う ことで なんとか もつ て い る) ①
服薬を確認す る (実 の数 を数 え, 1 週間分の 薬をケ ー ス に 入れ る) ②
手続きの 代行 をす る-電話 の設 置②
ll. 安 心し て-.一 緒 に 安 心 して 自分 を見せ ら リ ラ ッ ク ス で き る相 手として 機 能する (ケ ー ス と 一 緒 に 行動 する r .で 普通 に つ き あえる , T)ラ ッ ク ス
過 ご せ る相 手と れ る相 手 と して 機能 す で き る相手と して 自分 を位置 づ ける) ①
なる る 病気で ある こ と を見 せ られ る相 手として 機能す る (病 気で ある ことや. 病 的体験 の 話 をまず は きちん
と聞 い て あげ る)(∋
対 等 の,V_ 場 で
一 緒 に 過 良き話 し相 手と なる (対象者の 関心 あ る話 をして盛 り上が る , 元気付 ける , 気 分転換, お しや れに つ
す良 き相 手となる きあう) ②
対等の 立場 で話 を楽 しむ (同じ市民と して , 同年代 として お互 い に 会話を楽 しむ) ②
12. 困難 に つ きあう 障 害者の 試行 錯 誤や ト 試行錯誤 に つ きあう (試行 錯誤 を繰 り返すケ ー ス に つ きあ い . ケ ー ス 自身の 問題 意識の 発露や行動 変
ラ ブ )I, に 一 緒 に つ き あ 容を待 つ) ①
つ 状況を共に 体験 し, 支 える (対象者の起 こす トラ ブル の渦 中に 入り, 状 況を把 握 しながら支える) ③
13. 個 人 を 理 解 し
,
不 利益 を被 つ て い る 際 日常生活 . 社 会生活上 の権 利代弁 . 擁 護 ( 社会生活上 , ケ ー ス が不 利益を被 つ て い る場合 は , 不公 平
代弁す る は , 障 害者の 理解 者 と を是正する ため, 代弁す る) ①
して 代 弁 し権 利 を擁 護 ケ ー ス なりの 文脈 を理解し, 通訳す る (ケ ー ス の 行動 に は 相 当の理 由があ る こ とを関係性の 中で理解
す る し周囲の 理解を助 ける) ①
家族に 対する ケ ー ス の 立場の 代弁 (家族 に対 してケ ー ス の 意思 . 意図 . 状態 を代弁 して 伝える) ①
接会えな い ときにも, 手紙や言づけをする , 対象者を尊
重する態度を示す, 体の 心配か ら相手の 辛さに対 し て働
きかけをするこ とな どが述 べ られ て い た｡
3) 安心できるケ ア環境を つくり安全を守る
こ の 方法 は, 対象者が 安心で きる場と 日程 を設定し
て ケ アを行う こと , 悪化を判断し保護的に危機介入する
こと , 安心 ･ 安全な医療環境を つ くる ことを意味 して い
る｡ 研究1 で は, 訪問ケ ア で あ っ て も, 対象者が安心 で
きる場所で あれば自宅以外の場所 であ っ て も面接を行う
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な ど, 安心 して ケアを受けられる環境を整えて い る こ と
が述 べ られ て い た ｡ また , 研究3 で は危機介入時に, 柄
状 の経過から悪化の 兆候を捉える こと , 生活状況や家族
の状況な どから埠域生 活の 限界と入院の 必要性を判断す
るこ と, さ らに受診や入院の 際には対象者の 安心と安全
を考慮 した環境を整える ことが述 べ られ て い た ｡
4) 無理強いせず, 言 い分を尊重する
こ の方法は, 看護援助の なかで , 対象者が拒否するよ
うな場合には, 無理 強 い する ことなく, 相手の 言 い分を
尊重するこ と を意味して い る｡ 研究1 で は, 拒否された
ときは粘 っ たり説得するな どせず, さ っ さ と引き上げる
こと , 絶えず関心を寄せなが らも本人が大丈夫と い っ た
ときには引き下が る こ と, 薬 の こ とに つ い て は し つ こく
言 い 過ぎな い こ とが述 べ られ て い た ｡
5) 希望を極力尊重 し支援する
こ の 方法は, 対象者の生活上 の願 い や希望を極力尊重
し, そ の 希望を支援するこ とを意味して い る ｡ 研究1 で
は対象者の 望む形の生活を極力尊重する ことが述 べ られ
て い た｡ そ し て研究3 で は , 危機介入の 際に, 対象者の
変化を捉え つ つ も, 対象者が入院したくな い と い う願 い
を持 っ て い る場合, で きうる限り支援する方向で援助の
方策を考えるこ と, 入院後も対象者の 思 い を確かめ有意
義な入院となるよう対応する ことが述 べ られ て い た｡
6) 意思表示を支持する
こ の方法は , 対象者の 意思表示を促し待 つ こ とを意味
して い る｡ 研究1 で は , 対象者が適切に意思表示で きる
ように励ま し促すことが述 べ られ て い た｡ また, 研究2
で は意思表示が難し い 対象者に対して傾聴 したり , 看護
者から対象者の 意思や困 っ た こ とが無 い か聞くなどの本
人の 思 い を引き出すような関わりと, 対象者が自分から
言 い 出すまで待 っ たり, 言 い 出すタイ ミ ン グを捉えるな
ど本人の 反応 をうかが い なが ら接し て い る こ とが述 べ ら
れ て い た ｡
7) 意思決定を支持する
こ の 方法 は, 対象者 に医療やケ アを受ける選択権を
預け, 自主的に決定で きるよう支える こ･tを意味して い
る｡ 研究1 で は , 医療や訪問ケ アを受けるか どうか の 選
択を本人が主体的に決定で きるように, そ し て自分から
助けを要請で きるよう に, 見守りなが ら本人が決定する
の を待 つ こ とが述 べ られ て い た ｡ また , 研究3 で は, 危
機介入時に , 地域生活の 限界と受診の必要性を対象者自
身が認識できるよう見守りなが ら関わり続け, 対象者の
救助行動を支えなが ら意思決定を待 つ こ とが述 べ られ て
い た ｡
8) タイ ミ ン グよく意見を伝える
こ の方法は, 対象者の 主体性を尊重し つ つ も, タ イミ
ン グよく看護者の 立場から意見を伝える こと , 日常生活
上 ･ 療養生活上 の ア ドバ イ ス や情報提供を行うこと を意
味 して い る ｡ 研究1 で は , 障害者の 主体性を尊重し つ つ
ち, 専門職と して タイ ム リ ー に関わ っ て い る こ とが述 べ
られ て い た ｡ また , 研究1 と 2 におい て , 服薬, 人 づき
あ い , 金銭管理 , 食事, 社会資源, 医師 へ の 伝え方など
多岐に渡るア ド バイ ス や情報提供が行われ て い る こ とが
述 べ られて い た ｡
9) モ ニ タ ー する
こ の 方法 は心身の状態をモ ニ タ リ ン グ しア セ ス メ ン
トする こと , 薬 の 作用 ･ 副作用お よ び内服状況に つ い
て モ ニ タ リ ン グする こ と を意味 して い る｡ 研究2 と3
で は体温 ･ 脈拍 ･ 血 圧 な どの測定をするこ とが述 べ られ
ており, 全 て の研究にお い て , 症状 の モ ニ タ リ ン グを行
い
, 悪化 の 兆候 を把握 して おくこ とが述 べ られ て い た｡
ま た, 研究1にお い て服薬して い るか , 効果, 副作用の
有無に つ い て モ ニ タ リ ン グして い る こ とが述 べ られ て い
た｡
10) 因 っ て い る こ とや で きな い こ と を補完する
こ の方法は , 対象者が因 っ て い る こ とや で きな い こ と
に同行する こと , 代行する こ とを意味して い る ｡ 研究1
では, 副作用がひ ど い 人の 受診に付き添うこ と, 医師に
対 して何も言えな い 人の 代わりに伝えるこ となどが述 べ
られ て い た ｡ また, 研究2 で は買 い 物に同行する こ と ,
薬を数え1週間分を薬ケ ー ス に い れ る こ と , 電話の 設置
などの 手続を代行するこ とな どが述 べ られ て い た ｡
ll) 安心して 一 緒 に過 ごせ る相手となる
こ の 方法は , 対象者が安心して 自分を見せ られ る相
手と して機能する こ とと, 対等 の立場で 一 緒 に過 ごす良
き相手となる ことを意味して い る｡ 研究1 では, 共 に過
ごすなか で リラ ッ ク ス できる相手と して , ま た病気であ
る ことを隠さなくて もよ い相手と して存在 して い る こ と
が述 べ られ て い た ｡ また, 研究2 で は同じ市民の 一 人 と
して , あ る い は同年代と して対等の 立場で会話を楽しむ
こ と, さ らに対象者の 関心ある話をする , 元気付けるな
ど良き話 し相手と して存在 して い る こ とが述 べ られ て い
た｡
12) 困難に つ きあう
こ の 方法は , 対象者の 試行錯誤や トラ ブ ル に 一 緒 に
つ きあう こと を意味して い る ｡ 研究1 で は, 試行錯誤を
繰り返す対象者 に つ きあ い , そ の 人自身の 問題意識の発
露や行動変容を待 つ こ とが述 べ られ て い た ｡ ま た, 研究
3 で は対象者が体験して い る トラブ ル の 渦中に入り , 状
況を 一 緒 に把握しながら支えて い る こ とが述 べ られ て い
た ｡
13) 個人 を理解し, 代弁する
こ の 方法 は, 対象者が不利益を被 らな い よう に, 理
解者とし て代弁し, 権利を擁護する こ と意味 しており,
研究 1 のみ に含ま れ て い た｡ 例えば, 対象者が不利益
を被 っ て い る場合 は, 不公平を是正 する ため に代弁す
るこ と, 対象者の行動には相当の 理由が あるこ とを理解
し, 周囲が理解で きるよう伝えることな どが述 べ られ て
い た ｡
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Ⅳ . 考 察
1 . 地域で生活する精神障害者 へ の対人援助方法
13の 対 人援助方法は, そ の 内容から関係形成 に関す
る援助と , 介入と して の 援助に大別で きると考える ｡ ま
ず, ｢味方であり, 気にか け て い る こ とを伝え続ける こ
と｣ と ｢安心で きるケ ア環境 を つ くり安全を守る こ と｣
は関係形成における安全と安心を保障する方法と捉える
ことが で きる｡ 精神疾患をもつ 患者は, 自己の 内面が不
安定で動揺しやすく, 自我境界が不鮮明なために , 他者
から の働きかけに影響を受けやす い 5)｡ その ため , 看護
者は, 関係の 初期には無理 して接近せ ず, 距離を 一 定 に
保ち, 言動を受け入れ , 焦らずに接点をみ つ ける 5 )｡ 地
域にお ける看護援助 にお い て は , 対象者そ の 人の 生活
により密着した場で あるか ら こ そ, 対象者が脅か され
な い と安心感を得るこ とは重要とな っ てくるだろう ｡ ま
た , ｢無理強 い せ ず, 言 い 分を尊重するこ と｣, ｢希望を
極力尊重する こと｣, ｢意思表示を支持するこ と｣, ｢ 意思
決定を支持する こと｣ は関係形成にお い て対象者の 意思
を尊重する方法と捉える ことができる｡ 宇佐美 (1998)
は, こ れま で , 疾患 による知覚や思考過程の 障害の た
めに自己決定がで きにくい と考えられ て い た統合失調症
患者が , 地域で 生活するなか で自己決定を行 っ て い る実
態を明らか にし て い る 6)｡ 病院と い う保護的な環境で は
なく, 対象者がより主体性をもち自律的に生活 して いく
こ とが求められる地域にお い て , 障害者の意思を尊重 し
意思決定を支える方法は , 重要か つ 有用と考える｡ さ ら
に, ｢安心して 一 緒 に過 ごせ る相手となる こ と｣ と ｢ 困
難に つ きあうこ と｣ は障害者と共にある方法と捉える こ
とが で きる｡ 主体性や自律性が重要となる地域にお い て
は, 看護者が障害者を援助すると いう 一 方向的な関わり
か ら, 障害者と看護者との パ ー トナ ー シ ッ プ に重きがお
かれ る こ とが示唆された ｡
そ して , こ れ ら関係形成 に関する援助を基盤と し て ,
｢タイミ ング良く意見を伝える こと｣, ｢モ ニ タ ー す る こ
と｣, ｢困っ て い る こ とや で きな い こ とを補完する こと｣,
｢ 個人を理解 し代弁する こ と｣ と い っ た , 日常生 活上
療養生 活上の 介入が行われ て い ると い えるだろう｡
次に, 地域 における患者 一 着護者関係 に つ い て 患者
の体験を明らか に して い る0
'
Brie n(2001) の 研究 7)を
もと に障害者の視点か ら考察を加える｡ 0
'
Brie nは患者
の体験と し て , 1) 自分を見て い て くれる人を得る こ
と, 2) 精神疾患を持ちなが ら生活する上で の 問題に 一
緒 に取り組むこ と, 3) 理解され自分を理解する こと の
3 つ の テ ー マ を明らかに し, 下位 の テ ー マ と し て , 『そ
こ に誰かが い てくれる こ と』, 『安全な避難場所がある こ
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と』, 『味方を得るこ と』, 『サポ ー トを受ける こと』, 『尊
重され る こ と』, 『力を共有する こ とと自分で選択で き
る こ と』, 『非難や審判されな い こ と』, 『信頼する こと』
な どを挙げて い る 7 )｡ 今回抽出された13の対人援助方法
は, こ れ ら患者の体験に概ね対応するもの で あると考え
られた ｡ さ ら に, 0
'
Brie nは, 自分を理解し, 興味をも
ち, 自分の た めに希望をもち, 自分を信 じ協働するに催
する人と して 認め てくれる人と の 関係は, 患者が地域生
活を維持するこ とに関連し, 自己効力感を増加 し, 安心
感を得, 自分自身を理解するこ とに役立 っ て い る とも指
摘して い る 7)｡ こ の こ とか ら13の対人援助方法のうち,
特に, ｢ 味方で あり, 気にかけて い る こ とを伝え続ける
こと｣, ｢無理強 い せず, 言 い 分を尊重するこ と｣, ｢希望
を極力尊重し, 支援する こと｣, ｢意思表示を支持するこ
と｣, ｢ 意思決定を支持する こ と｣, ｢安心して 一 緒 に過ご
せる相手とな る こ と｣, ｢困難に つ きあうこ と｣ は, 対象
者に理解され尊重され て い ると い う感覚と安心感をもた
らすことが で き, 地域で生活する精神障害者にと っ て有
用な援助方法であろうと考える ｡
また , 0
'
Brie nは , 患者 は自分 で選択 し, 尊重され ,
看護者と協働する ことが重要であると しなが らも, 自分
の 安全の ために看護者自身が決定を下す必要性があると
きはそ の 決定が正 し い もの だと信頼して い ると述 べ て い
る 7)｡ こ の こ とか ら, 本研究結果における ｢タイミ ン グ
よく意見を伝える こと｣ や ｢安心できるケ ア環境 を つ く
り安全を守る こと｣ に含まれて い る , 危機介入時におけ
る, 時には対象者の 主体性よりも看護者側の判断が優先
される関わりの有用性を, 患者 の視点から確認すること
が できる｡ しか し, こ れらの 方法は , 看護者と 一 緒 に取
り組むと い う援助関係のなかで , 個 人と して尊重され ,
自律や自己決定が尊重され る働きかけによ っ て , 理解さ
れ て い ると いう対象者自身の 実感が存在して初め て成立
するもの であると思 われる ｡
2. 今後の研究課題
今回 , 地域 で生活する精神障害者を対象とする看護援
助に関する文献検索を実施したが , 分析対象とな っ た研
究論文は3件と少なく, 比較的最近の 研究であ っ た ｡ さ
らに , い ずれも現行の看護援助の 実態を捉える記述研究
で あり, 介入研究は皆無で あ っ た ｡ こ れ ら の こ とか ら.
地域精神看護領域の 研究的か つ 実践検証的な取り組み
が遅れ て い る現状が明らかとな っ た ｡ 精神看護が地域に
重点をお い て シ フ トして い かなければならな い現実を鑑
み ると , 今後は訪問着護や外来看護の みならず, 地域 の
様 々 な精神看護実践の場にお けるさらなる実践の記述と
研究の 蓄積が必要であると考える｡ 特に, 介入研究によ
りその看護援助の効果を検証 して い く ことが重要とな っ
てくる であろう｡
3 . 分析結果の限界
本研究で は文献抽出の 妥当性を確保する ため , な る
べ く多様な検索方法を採用した ｡ しか し, デ ー タ の 信頼
性と妥当性確保の ため , 公表研究論文に限定 し, か つ 一
定の 評価基準を満たすと いう設定を設けて い る ｡ そ の た
め , 多くの有益な実践知が含まれ て い る可能性の ある実
践報告や, 修士論文, 博士論文など未発表論文を除 い た
こと , 単行書などの専門書に関する検索を行わなか っ た
点で , 分析結果に限界を与えて い ると考える｡
(本研究は平成16年度千葉大学21世紀 C O E特別研究奨励
費の 助成を受けて行 っ たもの である｡)
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I N T E RP E RS O N A L N U R SIN G C A RE F O R M E N T A L L Y IL L A D U IJ S LIVI N G I N T H E C O M M U NI T Y:
A U T E R A T U R E RE VI E W
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,YayoiIw as aki
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*
Gradu ate stude nt atScho olof Nu rsing'C hiba Univ ersity'
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scho olof Nu rsing' Chiba Univ e rsity
K E Y W O R D S:
c o 皿 m u nitァpsァchiatric n u rsing,interpers o n aln u rsingc a re,literatu r e r evie w
T he pre
.
s e ntstudys o ught to ide ntifyte chniqu es ofinte rpe rso naln u rsing c ar efo r m e ntallyilladultslivingin
the c o m m u n ity, a ndto dis c u ssfutu r edir e ctio n s･ A lite ratu re se a rch w a s c o ndu ctedto r etrie v e r epo rts ofqu alitativ e
studies w ritte ninJapa n e se u sing s e ar ches ofIgaku chu o u z a sshi,jo u r nalru n s, citatio n s andthelike for1994to 2004.
T he res ulting3 article s w er equ alitativ ely a nalyz ed with a fo cu s o ni te rpe rs o naln u rslngC a re,yielding13 c ategories
ofinte rpe rs o n aln u rsing c ar efo r m e ntallyilladultslivingin the c o m m u nity･ T hes e c o mpris ed:1)de v eloping a nd
m aintaining patie nt-n u rs e relatio n ships a s aba sis ofn u rsingc are;2)c o ntin uingto c o n v eyc o n c er nfo rpatie ntsbybeing
s uppo rtiv e;3)pr o viding a s afもc ar e e n vir o n m e nt;4) respe cting patie ntvie w s;5) r espe cting ands uppo rting patie nt
hopes;6)suppo rting e xpr essio n ofpatie ntinte ntio n s;7)s upporting patie ntdecisio n m aking;8)pr o viding n u rsing
opinio n whe n appr opriate;9) m o nito ring patie nts;10)pro viding suppo rt for patie ntproble m s a nd diffic ultie s;ll)
beingago oda ndreliablepa rtn erfらrthepatie nt to spe ndtim e with;12)ke epingup-to -date withpatie nt tro uble s;13)
pro vidingu nder sta ndinga nd advo c a cyforthepatient･
T he s e13c atego rie s co uld be ro ughlァ dividedinto n u rsl ngC a retO de v elopthe patie nt-n u rs e relatio n ship a nd
n urslngl nterVentionsI The patient-n u rs epartn ership c o uldr epre se nt a keypoint forde v elopingthe r elatio n ship, as
patie ntindepe nde n c e a nd auto n o myar eimpo rta ntin the c o m m u nity･ T he res ults sugge st that n u rsinginter v e ntio n w as
pr a ctic edo nthebasis ofthepa rtn ership･In futu re,impr o v ed des criptio n ofpr actic es and further studies ofc o m m u nity
psychiatric n u rsingar e n e eded, a ndinter v e ntio n studiesto v e rifythe effects ofn u rsingc are a repa rticularlyimpo rta nt･
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